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「中国書道辞典」の正誤考異

「中国書道辞典」の正誤考異

花 田 尊 文

前稿 「書道辞典を電子化する」Dで 述べたことであるが、入力 ミスのチェッ

ク、誤字誤植等の再点検の作業をその後継続 してきた。これは現在Mac

用である書類をWindows用 に変換す るためにもしておかなければならな

い作業であ り意外に手間と時間を要 して いる。 そのため予定 していた

Windows化 はまだ実現 していない。ところで、 この作業の中で予想外に

多 くの過誤や判断に迷 う記述に遭遇 した。かねてよりこの 「中国書道辞

典」2)(以 下、本書 とする)は 利用者の間で間違いが散見されるとの風評

があり筆者も耳にはしていたが具体的にどういうことを言っているのか判

らなかった。 しかし今回の作業を通 してその理由と内容が明 らかとなった。

その殆どは誤字誤植 と思われるものであるが前稿でも触れたように編者 は

故人となり編集資料 も所在不明という現状では確認の方法がない。結局は

各種年表や辞典、史書その他の文献や関連資料によって間接的に検証する

ことになる。 ところが、これがまさに薮蛇で調査検証のために参照 した資

料により新たな食い違いや疑問が発生 し更にその解決が困難 になるという

事態に度々陥 った。厄介なことに手を出 したものだと後悔しきりである。

もとより辞書の正誤考異などという作業は碩学の手に委ねられるべ きもの

であり筆者ごとき学力、見識、経験共 に貧困なる者の手に負えるものでは

ない。結局のところ未検証や未確認のものも多 く課題を残す結果となった。

しか し本書の利用者のこうむる不利益を思うに判ったところから、判 り得
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文林 三十六号

るところまで、だけでも発表することは無意味ではないと思 う。筆者自身

も自覚 しているがその方法 も使用 した文献や資料 も充分なものとは言えな

い。只々諸賢のご批正を乞 う次第である。

さて本書の記述に関する問題だが、例えば記載の年号 と西暦が食 い違 っ

ている箇所がある。そのどちらが正 しい情報なのか別の資料を調べなけれ

ば判 らないわけで本書の辞書 としての機能が発揮できない。本来、辞書 は

工具書でありその記述を信 じて引用 したり調査研究に利用するものである

か ら真面目に考えれば事 は重大である。それから存在 しない年号の記載が

ある。これは一般的な年表では判 らないがより詳 しい専門的な資料 に当た

れば判明するものと、碑 とか法書 とかその書跡 自体に存在のない記年のあ

るものとがある。後者の場合は大抵その理由が判 らない。そ してこのよう

な例は分裂時代や混乱期に多 く見られる。

以下誤りや考察を要 した項目や箇所にっいて列挙 してい くが本書 は縦書

きで1ペ ージが3段 組、1段 は挿入図などがなければ28行 ある。そこで最

初に掲載ページを、次に何段目かを上中下 と区別 し、3番 目に行頭か ら何

行目かの数字を、その次にその項目を/で 区切 って表示 し指摘すべき問題

箇所はその部分に下線を付 して示 した。そ してページ/段/行/と 問題箇所

は太字とした。また項目の記述は全文を引用する必要もないので省略部分

は……で表現 した。筆者が使用 したのは第3刷 版、本校図書館蔵書は第2

刷版である。本稿と 「中国書道辞典」を照合 しなが ら見ていただければ幸

いである。なお本稿の英文 タイ トルについて厚顔 しくも松平陽子先生にお

知恵を借 りた。恐縮にも英国人教員の方にまでご意見を聞いて下さり誠に

懇切なるご教示を頂戴 した。 ここに記 して感謝の意を表 したい。
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「中国書道辞典」の正誤考異

P21/中/18/い ん しょう 《印章》(P18よ り)

(特殊 印)の 項 ……⑥西夏印一西夏国(-〇 三八～一ニニ七)の 官印。……

東方 年表3)で は西暦1032～1228、 必 携中 国美術年表4)で は西暦1032～

1227、 新 選漢和辞典改訂新版付録/中 国学芸年表5)で は西暦1032～1227、

大 漢語林6)P1267に 西 暦1038～1227(遼 史 、二 国外記、 西夏伝)と あ り

一致 しない
。 いずれを採 るか選択根拠 の問題 はあ るが本書 は西 夏伝 に拠 っ

た もので あろう。但 し前述 の諸説 にっ いての考察 は未着手 であ る。

P26/中/23/い ん ふが い[股 ・不害](北 魏 ・正始二 ～陳 ・禎 明三505～

塑)

東 方年表 のよ うに禎明2年(588)ま で しか出て いない年表 もあ るが、歴

代人物年里碑傳綜表7)P98の 段 不害 の項 に魏 ・正始2(505)～ 陳 ・禎 明

3(589)(陳 書 巻32)と あ り本書 は陳書 に拠 った ものであろ う。

P35/上/19/え い か くめい 「痙鶴銘」

梁 の天藍13年(0514)の 刻(推 定)。 … …

本書P745～6の 「天監石井欄 題字(て んか んせ きせ い らんだ い じ)」 の

項 に天監一五年 の記述 があ り諸年表 に も天監 とあ る。藍 「らん」 ではな く

監 「かん」 が正 しい。誤植 であろ う。

P36/下/3/え い き[衛 ・観](魏)

他 資料 によ って も生卒不詳 であ る。魏 の人 とあ るが生年 は本記 中に ……
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漢末、尚書に官 したが、魏 国建 っに及 んで侍 中に任 じ、・・…'と あ り、 後漢

末であ る。後 漢～魏 とす るほうがよいだろ う。

P49/上/3/え ん とくげんぼ し 「閻徳源墓誌」

金の大定三〇年(一 一九〇)の 刻、 ……

諸年表8)に よれば大定は29年(1189)ま で、西暦1190年 は明昌1年 と改

元されている。本項に部分図があるが紀年部分は出ておらず今のところ他

資料による確認 もできない。仮に大定30年 と刻されているとするならなぜ

存在 しない年号を記 したのか?よ って現在のところ正 しい刻年にっいて

は未検証である。

P50/下/3/お うあぜんぞうぞうき 「王阿善造像記」

梁の隆緒元年(五 二六)の 刻、……

諸年表によれば梁にこの年号はない。また隆緒の年号そのものが見えない。

西暦526年 は梁 ・普通7年 である。本項に部分図があり記年部分は微細な

ため拡大しないと判然 としないが確かに隆緒元年 と刻されている。『北京

大学図書館蔵歴代金石拓本精華』9)P105～106に カラー図版(陳 介棋践付)

と解説があり。隆緒元年(527)11月25日 刻。陳西省出土、原石 は1959年

中国歴史博物館入 り現在同館蔵。高29cm、 幅28cm、 奥行11cmと ある。隆

緒は隠 し年号なので出てこないわけである。 しか し隠 し年号使用の理由と

本書では西暦を526年 としている点にっいては現在未検証。
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「中国書道辞典」の正誤考異

P70/中/11～12/お う じゅん[王 ・殉](東 晋 ・永和 六～隆安 四349～400)

諸 年 表 によれば永和6年 は西暦350年 、 西暦349年 は永和5年 であ る。 年号

と西暦 に食 い違 いがあ る。書道 辞典10)P67(中 田 勇次 郎解説)に 永 和5

(349)～ 隆安4(400)、 中 国書道全集第2巻11)P168～9(藤 原 有仁解説)

に西暦350～401、 ヴ ィジュアル書芸術全集第4巻12)P141に 西 暦349～400、

歴 代人物年 里碑傳綜表P56の 王 殉 の項 に永和6(350)～ 隆 安5(401)(晋

書 巻65、 或 作生永和5年)と あ り永和5(349)～ 隆安4(400)と 、永和6

(350)～ 隆 安5(401)の 二 説 のどち らか とな る。但 し現在 のと ころ これを

判定す る資料 がな くその考察については未着手 であ る。

P73/中/9/お う しん[王 ・辰]

・…・・官 を罷 めた時
、貧に して帰 るを得ず、 往いて制府秋 帆畢玩に依 り、

家 を摯えて武昌 に寓 し、……

誤字誤植か?読 み と送 り仮名が合わないし意味も判然 としない。「携え

て」なら 「たずさえて」、「摯げて」なら 「ひっさげて」と読みは下るが適

当であろうか。現在のところ編者が参考にしたと考えられる原書にっいて

は未調査。

P79/下/19/お うち しけつ 「王稚子闘」

後漢 の興元元年(-〇 五)の 刻。 ……

諸年表によれば西暦105年 は元興1年 である。興元の年号は唐の徳宗の784

年に1年 だけあるが時代が合わない。 ヴィジュアル書芸術全集第2巻13)

一101一



文林 三十六号

P118～9に 図版と解説があり、確かに元興元年 と見える。誤植であろう。

P86/中/4～5/お うべん[王 ・冤](明 ・至元一～永楽五1335～1407)

至元は元の年号、永楽は明の年号であるからここは元 ・至元一～明 ・永楽

五とした方がよい。 ところで中国印学年表14)P4～5に は1287(至 元24)

～1359(至 正19)と あり、歴代人物年里碑傳綜表P400に 元世祖 ・至元1

(1287)～ 元ll頂帝 ・至正19(1359)(朱 舞尊王冤傳、明史巻285文 苑傳附宋

濠傳、或作生至元元年丁亥/1335年 、藪従呉榮光年譜、注宗街有考)と あ

りこの後説を採れば本項の記述と合う。但 し異説の生卒年にっいての考察

は未着手である。

P101/中/16/か いはくだっぞうぞうき 「解伯達造像記」

北魏の太和年間(四 七七～五〇〇)の 刻(太 和年造とのみあって年次を

欠 く)。……

諸年表 によれば太和 は23年(499)ま で 、西 暦500年 は景明1年 と改元 され

てい る。 よ って太和年 間(477～499)と す るが正確。

P104/上/11/か が くきんせきし 『華獄金石志』

……道光一一年(一 九〇四)『華獄志』に刻入。光緒三〇年(一 九〇四)

補刻本がある。

諸年表 によれば道光11年 は西暦1831年 、1904年 は光緒30年 で ある。次行 に

光緒30年(1904)と あ るので恐 らく西暦 の誤植 と思 われ道光11年(1831)

が正 しい と考 え るが未確認。
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「中国書道辞典」の正誤考異

P106/中/27/か きんぼ し 「賞理墓誌」

北魏 の普泰三年(五 三三)の 刻。 ……

諸年表 によれば普泰 は元年(531)の み で西暦533年 は永煕2年 である。書

道辞典P106～7(赤 井 清美解説)に 普泰1年(531)と あ り、 中国石刻 大

観/資 料篇415)P232の 解 説 に も普泰1年(531)と あ りP233の 全 搦拓 図に

よれ ば大魏普泰 元年 と確か に刻 されてい る。 よ って普 泰1年(531)と 訂

正。

P116/中/18/か こ うげん[夏 侯 ・玄](魏 ・建安一 四～正元一209～254)

諸年表によれば209年 の建安は後漢の年号である。歴代人物年里碑傳綜表

P37に 漢献帝 ・建安14(209)～ 残年不明(三 国志巻9魏 書)と あり、中

国歴代年譜総録ユ6)P58に漢建安十四年生、魏正元元年卒(209～254)夏

侯玄文学系年、陸侃如編、中古文学系年巻五至巻六とある。よって(後 漢 ・

建安14～ 魏 ・正元1209～254)と したほうがよい。

P121/下/5～6/が しょうひょう 「賀捷表」

魏の*鍾 蘇の書と伝えるもの。正書一三行 ・行一二字、末に 「建安廿四

年閏月九 日南蕃東武亭侯臣縣上」とあり、これを信ずれば六九歳の作であ

る。……

建安は後漢の年号である。鍾縣は魏代書壇の大宗ではあるがこの記年を信

ずるなら本作は後漢時代のものである。「魏の」を外 した方がよいのでは

ないか、但 し曹操は西暦216年 から魏国を称 しており建安25年(220)10月

には魏は後漢か ら受禅 し漢は亡んだ。「魏の」が誤りとは言い切れない。
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P127/下/14/か っ じ 《活字》

……五代の宰相凋道が組活字印刷に熱情を傾けてから著るしく実用化し、

あらゆる文書は人間の手書きか ら離れて、活字によって量産されるように

なり、五代の文化がひどく変遡する緒を開いた。……

変遊 では 「へんば く」で ある。遡で はな く貌っ まり変貌 「へんぼ う」が正

しい。

P145/下/26/か ん しんぼ し 「韓震墓誌」

北魏 の普泰二年(五 三二)の 刻。 ……

東方年表によれば西暦532年 の北魏は中興2(～3月)、 太昌1(4～11月)、

永興1(12.月)、 永煕1(12月 ～)と め ま ぐる しく改元 して いるが普 泰 は

ない(普 泰 は前年531年 の2～9月 の間だけ)。 一 方、中国歴代年表17)に

よれ ば北魏節聞帝(恭)普 泰1年(531)、 同2年(532)、 更 に同年(末?)

永 煕 元年 と改 め永煕 は3年(534)ま で 、 とあ り普泰2年 はあ る。一方別

の年号 も併 記 されて いて531年10月 、 魏安 定(安 徽湖北 省の境)で 中興 と

改元、532年4月 魏 の出帝が太 昌 と改 め、12月 に永興 と改め、更 に尋で永

煕 と改元 とあ る。 これ によれば東西二重政権 の混乱期 にあ った18)当 時 の

北魏 において、地域 によ って は普泰2年(532)は あ った と考えて もよい

だろう。

P152/上/3～4/か ん の しょうて い[漢 章帝](後 漢 ・永平一 ～章 和二58

～88)

後 漢 第三代 の帝、明帝の第 五子 で ある。父帝 の苛政を厭 って、寛厚 な政
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「中国書道辞典」の正誤考異

治を行 い、声望 があ ったが、若 くして卒 した。在 位一三年。 ……

諸年表により在位期間は永平18年 ～章和2年(75～88)の14年 間と判る。

本項には13年 とあるが明帝残が永平18年8月 で次帝(章 帝)即 位となりそ

の年の残月を勘定に入れず翌年改元の建初1年 か ら計算 したものであろう。

より正確には13年 と数ヵ月間となる。 しかし生年が判らない中国歴代年表、

歴代人物年里碑傳綜表、中国歴代年譜総録にも記事がない。中国の歴史第

2巻 に以下の記述19)が ある。「明帝は30歳で即位 して、在位18年 、永平18

たつ

年(75)に48歳 で 死去 し、その子 の皇太子坦 が21歳 で即位 した、 これ を章

帝(在 位76～88)と い う。章帝 は在 位12年 、章和2年(88)に33歳 で死去

ちょう

し、その子の皇太子肇が10歳 で即位 した。和帝である。」 これを手がか り

にその生年の計算を試みたのであるが西暦75年 に21歳 で即位、西暦88年 に

33歳 で死去とあり1年 の食い違いが生 じる。つまり即位時の歳を基準にす

れば西暦54年(建 武30)生 、卒時の歳を基準にすれば西暦55年(建 武31)

生 となる。また在位76～88と 記 しなが ら在位12年 と1年 少な く勘定してお

りここでも計算が合わない。いずれにしても1世 紀半ば頃の生 まれとして

よいだろう。また本項の生卒か らは30歳死去とい うことにな り33歳説と食

い違いが生 じる。よって本考察の3説 のいずれが正 しいのか、或いは全て

誤 りなのかこれ らの数値をより確実な資料に照 らして検証するまでは結論

が出せない。今後の課題である。

P164/下/3/ぎ そうぼうとうぞうぞうき 「魏僧口等造像記」

北魏の永平三年(五 三〇)の 刻。……

諸年表によれば永平3年 は西暦510年 、西暦530年 は永安3年 または建明1
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年 であ る。書 道辞 典P152に 同 項 目(赤 井清 美解説)が あ り永平三 年(五

一・○)と ある
。西暦 は510年 が正 しい。

P167/中/18/ぎ と くぎきゅう し 「魏徳義枢誌」

北魏 の孝 昌四年(五 二八)の 造。……

東方年表によれば西暦528年 は武泰1(～3月)、 建義1(4～8月)、 永

安1(9月 ～)と あり孝昌は3年(527)ま でで4年 はない。なぜ存在 し

ない年号を記 したのかは判 らない。ただこの年洛陽は宮廷内の抗争 に爾朱

榮の軍がか らみ北魏は大混乱にあった20)、このような状況が関係 したであ

ろうことは想像できる。但 し現在のところ本枢誌の図版や拓本にっいては

未確認である。

P194/下/3/ぎ れいぞ うぞ うぞうき 「魏霊蔵造像記」

北魏の景明年間(五 〇〇～五〇四)刻 と推定されるもの。……

諸年表 によれば景明 は西暦503年 の3年 まで西暦504年 か らは正始 と改元 し

ている。 よって こ こは500～503と す るが正確。

P210/上/14/く じ ゅん じょう 『苦筍帖』

唐 の*懐 素 の書 と伝え るもの。… …これが真蹟 は もと清 の内府 に伝わ り、

今 は故宮博物館 に保存 されて いる。 ……

中国書 道全集第4巻21)P172(中 田 勇次郎解説)に 懐素 、絹本、25.1×12

㎝、 上海博物館蔵 とある。 またにカ ラー図版 も出ている。
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P235/中/12/げ んこうひりげんきょうぼ し 「元顯妃李元姜墓誌」

挿入位置に問題あり、P237/下/7/け んこうどりょうじっけん こう 『権衡

度量実験考』の項の後へ移動。

P251/上/4/げ ん こぼ し 「元枯墓誌」

挿入位置に問題あり、P237/下/17/げ んこうもん[元 ・好間]の 項の後へ

移動。(但 し初刷版は正しい位置にある)

P268/中/14/こ うこつぶん 【甲骨文】

…… 〔甲骨文の研究〕 劉鴉の 『鉄雲蔵亀』は拓影を載せるのみで、文

字の解読は試みていない。……参考すべき資料が少なく、従 ってその説の

如きも住々にして武断にわたるを免れないが、推輪の功は没すべからざる

ものがある。……

推輪では 「すいりん」でおか しい、輪ではな く論の誤字誤植 と思われる。

つまり推論 「すいうん」であろう。

P277/中/10/こ うしょうこう[孔 ・昭孔](清)

……また宋徐鼎臣臨秦硯石頒一巻(孔 昭孔隻鈎、同知六年劉氏刻本)と

いうがあるが、偽刻である。

清の年号なら同治であろう単なる誤植 と思われる。しかし偽刻 とあるか ら

同知と記 してあるのかも知れない。原本については未確認である。
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P278/下/25/こ う しょく[江 ・式](北 魏)

生 卒 について歴 代人物 年里碑傳綜表22)に も中国歴 代年譜総録 に も記載 が

ない。 書道辞典P229(竹 石 古難 解説)に 「こう しき」 の項が あ り、 生残

未詳、正光 中(520～525)残 とある。

P279/上/24/こ うしょさんぴ 「黄初三碑」

三国魏の黄初年(ニ ニ○～二二七)に 建立 された三碑、すなわち*「 上

尊号碑」(二二〇)*「 受禅表」(二二〇)*「 孔羨碑」(二 二〇)を いう。

諸年表によれば黄初年間は西暦220～226年 である。西暦227年 は太和1年

である。 ところで三碑共に黄初1年(220)の 建立なので、年間表示では

なく黄初初年または黄初元年(220)と してよいのではないか。

P283/下/12/こ うせん[高 泉]

・…隠元 に招 かれて寛文六年(一 六六一) 日 本 に 来 り 、 … …

諸年表によれば寛文6年 は西暦1666年 、西暦1661年 は寛文1年 である。書

道辞典P229(北 川博邦解説)に 高泉の項はあるが来 日時期 にっいての記

載はない。新選禅林墨場必携23)P591に 「……十三歳で得度、寛文元年

(1661)来 日、……」 とある。っまり西暦は正 しく年号が六年ではなく元

年である。誤植であろう。
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P288/中/21/こ うたいでん ほうふ 『交泰殿宝譜』

……易培基 の題面
、前 に乾隆六二年御筆 厘術記及 び乾 隆一一年 ・一三年

の二序 があ る。 ……

乾 隆 は60年(1795)ま で62年 はな い。中国印学年表P36に1748、 乾 隆13、

戊 辰、内府輯成、「交泰殿宝譜」1冊 とあ る。 本項 に乾 隆11年 、13年 の 二

序 とあるか ら時間的 に考察 すれば62年 で はな く11、12、13年 の いずれかで

あろ う。誤字誤植の可 能性 が高 い、但 し原本 にっ いては未確認。

P292/中/11/こ う どうしゅう

～1646)

[黄 ・道 周](明 ・万 暦一三～隆武一1585

一般には明滅亡を毅宗(荘 烈帝)の 崇禎17年(1644)と するが以後 も明の

諸王は南方各地で清軍に抵抗を続けた。これを南明政権というがこの扱い

をめぐって史家の明亡にっいての見解に相違があり、福王とするもの、桂

王(永 明王)と するものなど諸説がある。黄道周はこの明亡の混乱期にあっ

て明朝回復のため各地を転戦 しっいに清軍に捕 らえ られ南京に連行され翌

年処刑 された義勇の忠臣である。彼の忠節に敬意を払うな ら学問的とは言

えないがその残年に南明政権期の明の年号を当ててもよいのではないか。

諸年表によれば明の隆武1年 は西暦1645年 、西暦1646年 は(福 王)隆 武2

年または(唐 王)紹 武1年 に当る。歴代人物年里碑傳綜表P481に 明 ・萬

暦13(1585)～ 清 ・川頁治3(1646)(明 史巻255、 洪思撰廣獲注黄道周年譜、

荘起侍撰潭浦先生年譜魏書)と あり順治3年(1646)は 前述の南明政権の

福王、唐王期に当る。大漢語林P1596黄 道周の項に1585～1646(明 史255、

明儒学案56)、 書道辞典P241(小 林斗盒解説)に 明 ・万暦13～ 清 ・順治3
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(1585～164662歳)、 ヴィ ジュアル書芸 術全 集第8巻24)P30、P31、

P127に1585～1646(紹 武1年)と ある。 中国歴代年 譜総録P198に は明万

暦十 三年生、弘光元年卒(1585～1645)と あ る。彼 は唐王 に仕え たのが最

後 だか らその残年 は他資料か らも示 されて いるよ うに紹武1年(1646)と

して概 ね正解 であろう。 しか し、実 は年号 と西暦 の関係 はもう少 し複雑で

あ る。 東方 年表 には弘光1年(1645/～6月)、 隆武1年(1645/7月 ～)、

同2年(1646/～10月)、 紹 武1年(1646/11月 ～)、 永暦1年(1647)、 永

暦 は15年(1661)ま で とあ る。 必携 中国美術年 表 には弘光1年(1645)、

隆 武1～2年(1645～1646)、 紹 武1年(1646)、 永 暦1～16年(1647～

1662)と あ る。 ヴ ィジュアル書芸術全 集第8巻P29～30の 年 表 には弘光1

年(1645)、 隆 武1年(1645)、 紹 武1年(1646)、 永 暦1～15年(1647～

166ユ)と あ る。 中国 歴代 年表 には宏光1年(1644/5月 ～)、 宏 光2年

(1645/～6月)、 隆武1年(1645/7月 ～)、 同2年(1646/～10月)、 永暦

1年(1646/11月 ～)、 永 暦 は16年(1661)ま で とあ り紹武 の年号 は見 え

ない。 さて隆武2年 、紹武1年 、永暦1年 いずれの可能性 もあ る西暦1646年

を ど う解釈 した ものか。

P293/上/13/こ うと うれ いお うくんだんぴ 「膠東令王君断碑」

魏 の黄初年 間(ニ ニO～ 二二七)の 刻。 ……

P279「 黄 初三碑」 と同様、諸年 表 によれば黄初年 間 は西暦220～226年 で

あ る。西暦227年 は太和1年 で ある。黄初年間(220～226)と す るが正解。
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P297/上/19/こ うぶ しょうぐんち ょうさんひ 「広武将軍張産碑」

符秦 の建元 四年(三 六八)の 刻。……

大漢語林P1181に 晋書112、 魏書95を 引用 し荷健の項あり。符ではな く草

かんむりの荷である。 ヴィジュアル書芸術全集第4巻P18～20の 年表に、

氏の荷健、前秦を興す。前秦の荷健、前燕を滅ぼす。符健、前涼を滅ぼす。

の記述あり。必携中国美術年表P124に 前秦 ・荷氏 とある。っまり荷氏の

前秦だから荷秦が正 しい。

P301/中/7/こ うみんいん し 『皇 明印史』

明の*郡 潜笈、第一 ・三巻陳継儒校、第二 ・四巻趙宙光校。 ……天啓 九

年(一 六二九)成 る。

諸年表によると天啓は7年(1627)ま でで9年 はない。西暦1629年 は崇禎

2年 である。 中国印学年表P15に1621、 天啓1、 辛酉、郡潜輯 自刻印成

「皇明印史」4巻 とあり、 これが正 しければ本項の西暦1629年 も誤 りとな

る。 しか しいずれが正 しいのか原本を目賭できないので現在のところ未確

認。

P325/上/11/こ し きんせ きよちそ う しょ 『顧 氏金石輿 地叢書 』

民国 の*顧 隻光輯。…… 『中州金石考』八巻、清黄叔傲撰。 ・・… ・

本書P275「 こうしゅくけい」の項に[黄 叔微]と あり、歴代人物年里碑

傳綜表P559に 黄叔敵(清 史列傳巻67、 国朝誉献類徴巻209、 国朝先正事略
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巻10)と あ る。徹で はな く傲が正 しい。

P326/中/12/こ しぼん 『顧氏本』

明の*顧 従義 の刻。 ……隆慶八年(一 五七 四)に いた って、 巻首 に五 色

印を もって、他 の贋本 と区別す る一文を載 せて いることに よってそれがわ

か る。 ・・…・

諸年 表によ ると隆慶 は6年(1572)ま で で8年 はない。 西暦1574年 は万暦

2年 で あ る。 法帖事典25)P56に は隆慶2年(1568)と あ る。 この記事 が

正 しいのか、 はたまた本書 の西暦が正 しいのか ど うか現在 のと ころ未確認。

P352/上/15/さ い こ う[崔 ・宏](北 魏 ・?～ 義煕一四?～418)

義煕は東晋の年号である。生年は不明であるが北魏 とするのは年代的に考

えて不 自然であろう、歴代人物年里碑傳綜表P66に?～ 晋安帝 ・義煕14

(418)(北 史巻21)と あり、北史巻21を 見ると列伝第9に 崔宏 の伝があり

「泰常3年 夏に宏は病がおもくなり卒 した…」とある。泰常3年 は北魏の

年号で西暦418年 、東晋の義煕14年 と一致する。同伝によれば宏は後燕の

慕容垂に仕え、その後北魏の道武帝、明元帝に仕えその泰常3年 に卒 した。

父の潜は前燕の慕容瞳に仕えたとあるから宏の生国は前燕かもしれないが

確認はできない。この頃華北一帯は五胡十六国の時代で北魏統一までの間

混乱期にあった。よって崔宏の生卒は(?～ 北魏 ・泰常3年?～418)

としたほうがよいだろう。
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[崔 ・光](北 魏 ・?～ 普通 四?～523)

普 通 は梁 の年号である。歴代人物年里碑傳綜表P73に 宋 文帝 ・元嘉28(451)

～ 梁武帝 ・普通4(523)(魏 書 巻67、 北史巻44)と あ る。よ って(?～ 梁 ・

普通4?～523)、 また は(宋 ・元嘉28～ 梁 ・普通4451～523)と した

ほ うが よいだ ろう。

P356/下/26～7/さ い りん[票 ・倫](後 漢)

桂 陽の人、字 は敬仲、宙者 として生 き、和帝の時中常侍 とな った。紙 の

創始 者 として知 られる。 ……元興元年(一 五〇)こ れを奏上 す るや、和帝

大 いに喜 んでその能 を嘉賞 し、……

諸年表 によれば元興1年 は西暦105年 、西暦150年 は和平1年 であ る。本書

P130～131の 紙 の項の 〔紙 の起源〕 の中 に……一般 には、後漢和帝 の時、

票倫 が発 明 した と言 われてい る。 ……まさに一大革命であ った ことは事実

であ る。元興元年(105)こ れ を奏上 した ところ、 …… とあ り誤植 と考え

られ る。 よ って元興元年(105)が 正 しい。

P357/上/8/さ いれいしぼし 「崔令姿墓誌」

東魏の天平五年(五 三八)の 刻。……

諸年表によると西暦538年 は元象1年 である。天平は4年(537)ま で5年

はない。本書 「李憲墓誌」の項には元象元年(538)と あり、存在 しない

年号を記 した理由が判 らない。本項に部分拓の挿図があるが記年の部分 は

出ていない。中国書道全集第2巻P80に 部分拓図と蓋拓図、P230～231に
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解説(西 林昭一解説)が あり天平5年(538)と ある。中国新出土の書26)

P142に 記年部分まで見える拓図があり(文 物1966年 第4期 参考)確 かに

天平五年 と刻されている。現在のところ存在 しない年号を刻 した理由を考

察することは出来ない。

P369/中/26～7/さ んたくひつ 【散卓筆】

……葉夢得の 『避暑録話』は 「煕寧(-〇 六八～一〇七八)の 後世始め

て無心散卓筆を用い、その風一変す」 と言 っている。 これらから考えて散

卓筆は一種の 「さばき筆」 と思えるが、「一変 し」たことは特に注目を要

する。

諸年表 によれば煕寧 は西暦1077年 の10年 ま でで西暦1078年 は元豊1年 であ

る。1068～1077と す るのが正 しい。

P386ノ中/1/じ せいぎょうばっ 「持世経践」

安周の承平四年(四 四九)の 写。「持世経」は今侠 してなく、その践三

三字が残 っている。「持世第一、歳在己丑涼王大且渠安周所供養経、呉客

丹陽郡張焦祖写、用紙廿六枚」とある。これによってこの年、即ち劉宋の

元嘉二六年(四 四九)に 都建業地方出身の張焦祖という者が遠 く甘粛の北

涼の地に 「呉客」として僑居 していてこの経を書写 したことが知 られるが、

北涼 は西暦439年(北 涼 ・永和7/北 魏 ・太延5)に 北魏に滅ぼされてい

るので西暦449年 には存国 しない。文中に甘粛の北涼の地にとあるからこ

れは国亡後に北涼の遺民が西走 して建てた高昌国(本 書P277高 昌国の項
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参照)の 年号 と知れる。 しかし東方年表、必携中国美術年表、中国歴代年

表などいずれにも高昌の年号資料がな く検証できない。中国書道全集第2

巻P240に 沮渠封戴木表/高 昌 ・承平13年(455)の 解説(藤 原有仁解説)

がありそこで同時出土の沮渠封戴墓表についても言及 し墓表銘文を示 し、

その冒頭に 「大涼承平十三年」とあり北涼後商の政権で承平はその年号で

あること。治世は沮渠安周で彼は劉宋から河西王に封ぜられ涼王と称 した

こと。我が国では通常、沮渠氏高昌国と呼ぶこと。北涼滅亡か ら高昌に拠っ

て北涼政権を再建 し安周に至るまでの経過などを述べている。また中国新

出土の書P128～9に も沮渠封戴墓表 と沮渠封戴木表の図版 と解説があり

同前の説明がある。 ヴィジュアル書芸術全集第5巻27)P109に も沮渠封戴

墓表/高 昌 ・承平13年(455)と 沮渠安周功徳碑/北 涼 ・承平7年(449)

の図版と解説がある。これらによりこの西暦は正 しく年号が4年 ではなく

7年 であると判 る。より判然 とさせるには高昌沮渠安周 ・承平7年(449)

とすればよいだろう。(付 記、読みは 「じせいきょうばつ」でも可)

P400/下/4/し ゃそ う[謝 ・荘](劉 宋 ・永初二～泰始二421～466)

陽夏 の人 、字 は希逸、*霊 雲 の族 弟である。 ……

雲ではなく運が正 しい。霊運である。本書P402[謝 霊運]の 項参照。誤

字誤植であろう。

P423/下/7/し ゅ くふ ぼん 『粛府本』

… …初拓本 は太史紙 ・程君房墨 を用 い
、善美 をつ くした。拓工 ひそか に

魯 るに値五十千 といわれ た。……
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誤植と思われるがこの表現では数値が判 らない。現在のところ資料がな く

未検証。

P425/上/9/し ゅじき[朱 ・次埼]

南海の人、字は子裏、稚圭また稚珪 と号 した。道光二七年(一 八四九)

の進士、裏陵知県に官 したが、やがて九江郷に隠居、専 ら後進を導 くこと

にっとめ、九江先生と称された。……

諸年表によると道光27年 は西暦1847年 、西暦1849年 は道光29年 である。書

道辞典P343の 朱次埼の項(赤 井清美解説)に 道光27年 の進士 とあ り、西

暦が誤 っていることが判明する。道光27年(1847)が 正 しい。

P430/上/7/し ゅはくざんぴ 「朱博残碑」

前漢の河平年間(前 二八～二四)の 刻 と伝えるもの。……

前漢 の河平 は1～4年 で西 暦B.C.28～25で あ る。 西暦B。C.24は 陽朔1年 で

あ る。よ って河平年 間(前28～25)と す るが正確。

P438/中/28/し ょ うか[薫 ・何](前 漢)

浦 の人、早 くか ら高祖 を佑 けて漢 の建 国に奔走 し、… …

歴代人物年里碑傳綜表P6に?～ 前漢 ・恵帝2年(B.C.193)(史 記巻53、

漢書巻39)と ある。生年は不明であるが記述から考察すれば戦国末から秦

にかけての頃であろうか。
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P506/中/24/し ん きんせ きこくじ 『秦金石刻辞』

民国の*羅 振玉輯。秦代文字の今 に遺存す ることごと くを網羅 した もの。

金石陶の三類 に分 ち、……陶 は残量三六 ・瓦当六。秦一代 の制 は ことごと

くここに備 って いる。……

残ではな く陶が正 しい用字である。陶製の項にあるし陶量という陶製の升

がある。誤植であろう。

P515/上/21/し んどうご 「進道語」

元の*了 庵清欲の書、至元七年(一 三四一)正 月一七日とあるか ら五四

歳の執筆である。与えた相手は 「的蔵主」とあるが何人か不明である。趙

子昂風の書で温潤端正である。東博蔵。

諸年表によると至元は6年(1340)ま でで7年 はない。西暦1341年 は至正

1年 である。定本書道全集第11巻28)P21に 図版、書道辞典P855の 了庵清

欲の項に解説(堀 江知彦解説)と 図版があり確かに至元七年 と書 されてい

る。存在 しない記年については正月一七 日とあるから単に改元を失念 して

いたことによる書き誤りと想像することも可能だが別の理由が何かあるの

かもしれない。 しか し現在のところ未検証。

P519/上/5/し んほうじぞうしんようぞうひ 「信法寺造真容象碑」

唐の長安三年(七 〇一)の 刻。撰書者未詳。行書三五行 ・行五六字。張

黒力などの創建するところである。河北元氏県の信法寺にある。

諸年表によると長安3年 は西暦703年 である。西暦701年 は大足1年 または
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長安1年 である。年号、西暦のいずれが正 しいのか現在のところ資料がな

く未検証。

P543/中/8/せ いしんにょこちほうそうそうき 「清信女顧知法造像記」

北魏の皇興五年(四 七一)の 刻、上に樹下思惟像を二躯並列 し、その左

右に脇侍を添え、その下に正書八行を刻 している。皇興四年といえば石刻

例 も少ないころで、……

皇興五年と前述 しているので四年は誤植であろう。五年 としてよいだろう。

P568/下/17/せ っもんかいじけんきゅうほう 『説文解字研究法』

民国の*馬 叙倫撰、……民国一八年(一 八二九)上 海商務印書館石印本

がある。

諸年表 によると民国18年 は西暦1929年 、 西暦1829年 は清 ・道光9年 である。

書道辞 典P426の 同 項 目(田 辺豊解説)に 民 国15年(1926)成 り、17年 重

定 され た。 とあ り民国18年(1929)が 正 しいと考え られ る。西暦 の誤植 で

あろ う。

P586/中/18/せ ん しょう[銭 ・松](清 ・慶嘉一二～威豊一〇1807～1860)

慶 嘉 の年号 はない。 清 の年号 な ら嘉 慶で あろ う。書道辞典P431の 同 項 目

(小林斗盒 解説)に 清 ・嘉 慶12～ 威豊10(1807～186054歳)と あ り誤植

と考 え られ る。嘉慶 が正 しい。
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P601/下/12/そ うえ いひ 「宋環碑」

挿入位置に問題あり。P597そ うえいきぼし 「宋永貴墓誌」の後に移動。

P609/上/2～3/そ う しょく[曹 ・植](後 漢 ・初平三～魏 ・太和六191～

232)

諸年表によると後漢 ・初平3年 は西暦192年 、西暦191年 は初平2年 である。

歴代人物年里碑傳綜表P34に 漢獄帝 ・初平3(192)～ 魏明帝 ・太和6

(232)(三 国志巻19/魏 書、丁嬰陳思王年譜、朱緒曾曹子建年譜)と あり、

中国歴代年譜総録P57に 漢初平三年生、魏正元元太和六年卒(192～232)

とある。よって西暦191年 は誤植であろう。192年 が正 しい。

P610/下/10/そ う しんざんぴ 「曹真残碑」

魏 の太 和年 間(ニ ニ七 ～二三五)の 刻。 ……

諸年 表 による と魏 の太和年間 は西暦227～233年 で あ る。233年2月 に青龍

に改 元 されて い るので西暦235年 は青龍3年 で ある。 ヴィジュアル書芸術

全集 第4巻P28～9に 図版 と解説 があ り、曹 真 は太和5年(231)亡 な の

で この頃の もの であろ う魏 ・青龍3、4年(235、6)頃 と してい る。書

道辞 典P441(鈴 木 清 雪解説)に は残欠 して紀年 は不 明だが、青龍3、4

年(235～236)こ ろ と推 定。 とあ り、 中国書道史 年表29)P32に 魏 ・青龍

3年(235)頃 と ある。本書 の表記 を尊重 す るな ら太和年 間(227～233)

と し、最 近の説 に拠 るな ら魏 ・青龍3、4年(235、6)頃 とす るのが妥

当 と考え る。

一119一



文林 三十六号

P614/中/10/ぞ うてきしょうにんげじゅ 「贈的上人偶頒」

元の*平 石如砥の書。至元四年(一 二六七)的 上人(伝 未詳)が 天台山

国清間の鷹蕩に行 くにおくった偶、七一歳の作である。すべて八行、終り

に 「天童平石隻如砥」とある。元代風趣の色濃きもので、極めてまれな平

石の墨跡 として珍重される。

諸年表によると元 ・至元4年 は西暦1338年 、西暦1267年 は蒙古 ・至元4年

である。定本書道全集第11巻P33に 平石如砥の道號頒の図版があり、それ

に 「至正八口戊子仲春……年八十有一」と書かれている。元の至正8年 戊

子 は西暦1348年 でこの時81歳 なら71歳は至元4年(1338)と なる。 とすれ

ば本項の西暦1267年 は誤 っており1338年 が正 しい。

P626/下/8～9/そ し ゅうきんせ きろ く 『楚州金石録』

民国の*羅 振 玉輯 。……民国一一年(一 九三六)刊 。

諸年表によると民国11年 は西暦1922年 、西暦1936年 は民国25年 である。年

号、西暦のどちらが正 しいのか調査すべきであるが現在のところ資料不足

のため未検証。

P633/中/16/そ んこうどうぎょうひ 「孫公道行碑」

元の元統三年(一 三三五)の 刻、郡文原撰、*趙 孟頻書、最晩年の作で、

いく

死後に建立されたもの。道士孫徳或の碑である。王世貞は 「甚だ骨を取 ら

ざるも、姿韻波払の間に溢出す」 といっている。郵県の管内にあるという。
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東方年表によれば元統 は2年 までで3年 はない。西暦1335年 は至元1年 で

ある。中国歴代年表 も西暦1335年 は至元元年と改められていて元統3年 は

ない。必携中国美術年表P101に は元 ・元統1333～1335(3年)と あり元

統3年 がある。現在のところ本碑の写真、拓本なども目賭 していないし元

の至元3年 の存否についても未確認。

P646/中/9/た い しん[戴 ・震](清 ・雍正一 ～乾隆四二1723～1777)

休寧 の人、字 は慎修、東原と号 した。乾隆三七年(一 七七 〇)の 挙人、……

諸年表 によると乾隆37年 は西暦1772年 、 西暦1770年 は乾隆35年 で ある。 図

解書道史 第5巻30)P161に 、 乾隆37年(1772)郷 試 に挙 げ られ とあ り、西

暦が誤 っていることが判明す る。乾隆37年(1772)が 正 しい。

P648/中/6/た いちどうん 「大智度論」

北魏普泰二年(五 三二)書 写の古写経。ペ リオ文書の一で、パ リの国民

図書館の蔵。巻首を閾 くが、末尾は具っていて 「大智第廿六品釈論寛」と

あり、次に本文とは別筆で三百字ほどの長践がある。……

前出の本書P145「 韓震墓誌(か んしんぼし)」 の考察と同様である。ヴィ

ジュァル書芸術全集第5巻P144に 図版と解説があり、 それによると確か

に 「普泰二年歳次壬子三月乙丑朔廿五日己丑……」と書かれてあり歳次壬

子 は西暦532年 で合 っている。 またその3月 は東方年表 などでは中興で普

泰ではない。 しかし中国歴代年表には北魏節閾帝(恭)普 泰1年(531)、

同2年(532)、 更に同年(末?)永 煕元年 と改め永煕は3年(534)ま で、

とあり普泰2年3月 は存在 し得 る。一方別の年号も併記 されていてこれは
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前述の東方年表などと一致する。これによれば東西二重政権の混乱期にあっ

た当時の北魏 において、地域によっては普泰2年(532)は あったと考え

てもよいだろう。

P660/中/6/た んせきぎ 『端石擬』

清の*陳 齢撰。端渓硯にっいて考説 したもの。……乾隆一五年の帰樟の

序及び自序があるが、久 しく日の目を見ず、同治一一年(一 八七三)に い

たって、七世の孫方瀕によって静園叢書中に刊入された。……

諸年表によると同治11年 は西暦1872年 、西暦1873年 は同治12年 である。年

号、西暦のどちらが正 しいのか調査すべきであるが現在のところ資料不足

のため未検証。

(以下次稿)

1)研 究紀要第42号P17～32平 成13年3月 神戸松蔭女子学院大学/神 戸松蔭女子

学院短期大学発行。

2)中 国書道辞典 中西慶爾編 昭和56年1月20日 初 刷発行 木耳社刊。

3)東 方年表 藤島達郎 ・野上俊静著1955年1月15日 初版/1998年3月20日 第33

刷発行 平安寺書店刊。

4)必 携中国美術年表 山崎重久編1983年9月16日 初版発行 芸心社刊。

5)新 選漢和辞典改訂新版 小林信明編 昭和38年4月10日 初版/昭 和42年3月10

日改訂新版4版 発行 小学館刊。

6)大 漢語林 鎌田正 ・米山寅太郎著 平成4年9月16日 初 版発行 大修館書店刊。

7)歴 代人物年里碑傳綜表 姜亮夫纂定1976年5月 発行 中華書局香港分局刊。

8)東 方年表、必携中国美術年表、新選漢和辞典改訂新版付録/中 国学芸年表、必

携中国美術年表、中国歴代年表。

9)北 京大学図書館蔵歴代金石拓本精華1998年 文物出版社刊。

10)書 道辞典 飯島春敬編 昭和50年4月25日 初版発行 東京堂出版刊。
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11)中 国書道全集第2巻/魏 ・晋 ・南北朝1986年5月28日 初版発行 平凡社刊。

12)ヴ ィジュアル書芸術全集第4巻/三 国 ・東晋 西林昭一著 平成3年6月20日

発行 雄山閣出版刊。

13)ヴ ィジュァル書芸術全集第2巻/秦 漢1飯 山三九郎著 平成4年7月20日 初

版発行 雄山閣出版刊。

14)中 国印学年表 韓天衡編著1987年1月 初版 上海書蓋出版社刊。

15)中 国石刻大観/資 料篇4/北 魏(2)主 編/秦 公1992年3月21日 初 版発行

同朋社刊。

16)中 国歴代年譜総録/増 訂本 楊殿殉編1996年5月 第1版 書目文献出版社刊。

17)中 国歴代年表 齊召南著/山 根悼蔵訳補 昭和55年2月29日 発行 国書刊行会

刊。(但 し昭和2年 刊行本を原本とした復刻本である)

18)中 国 の歴史第3巻/魏 晋南北朝P345～347川 勝義雄著 昭和49年8月20日 第

1刷 発行 講談社刊。

19)中 国の歴史第2巻/秦 漢帝国P424西 嶋定生著 昭和49年7月20日 第1刷 発行

講談社刊。

20)中 国の歴史第3巻/魏 晋南北朝P345～346前 出15)参 照。

21)中 国書道全集第4巻/晴 ・唐11987年2月25日 初版発行 平凡社刊。

22)歴 代人物年里碑傳綜表P44に 江式の項があるが、?～ 魏高貴郷公 ・甘露2(257)

(古今文字)と し北魏ではなく三国時代の魏になっており時代が合わない。

23)新 選 禅林墨場必携 飯田利行編1989年12月10日 第1刷 発行 柏書房刊。

24)ヴ ィ ジュアル書芸術全集第8巻/元 ・明 澤田雅弘著 平成4年11月5日 第1

刷発行 雄山閣出版刊。

25)法 帖事典/本 論編 宇野雪村著 昭和59年8月5日 発行 雄山閣出版刊。

26)中 国新出土の書 西林昭一著1989年2月10日 初版発行 二玄社刊。

27)ヴ ィジュアル書芸術全集第5巻/南 北朝 大橋修一著 平成3年10月20日 発 行

雄山閣出版刊。

28)定 本書道全集第11巻/墨 蹟 昭和31年12月28日 発行 河出書房刊。

29)中 国書道史年表 玉村舞山編1988年7月10日 初版発行 二玄社刊。

30)図 解書道史第5巻 藤原楚水著1973年2月20日 初版発行 省心書房刊。
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